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研究成果の概要（和文）：本研究においては、ベル・エポックのフランスで作られた恐怖演劇であるグラン＝ギニョル
劇に対する諸科学の影響を調査した。グラン＝ギニョル劇はたいてい、下層階級・流れ者・精神異常者・伝染病といっ
た現実的存在を恐怖の対象とした。それはブルジョワ社会の安全を脅かすマージナルな存在を意味していた。このジャ
ンルの著者たちはしばしば当時の最新の科学知識を利用して、これらの脅威を説明した。われわれはそこに、このジャ
ンルの主要な観客であるブルジョワ階級の無意識的な恐怖の反映を読み取ることができる。最後に、以上の研究成果を
数本の論文として発表した。

研究成果の概要（英文）：We made a study on the influence of the sicences towards the theater of Grand-Guig
nol, Theater of horror of Belle-Epoque. The theater of Grand-Guignol usually has for object of horror the 
proletarians, the tramps, the insane persons, the epidemic, etc. They mean marginal beings which can threa
ten the security of the bourgeois society. The authors of this genre often refer to the sciences of time t
o explain their threats. We can find the track of the unconscious fear of the bourgeois spectators there. 
Finally, we published the fruit of our studies in several articles.
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１．研究開始当初の背景 

（１）グラン＝ギニョル劇はフランスのベ

ル・エポックの時期に作られた恐怖演劇であ

る。このジャンルはこれまで低級なジャンル

とみなされ、日本はもとよりフランスのアカ

デミズムにおいてもほとんど研究がなされ

てこなかった。申請者は著書『グラン＝ギニ

ョル傑作選 ベル・エポックの恐怖演劇』（水

声社）によって 2010 年に初めてこのジャン

ルの日本への本格的な紹介を行った。 

 

（２）グラン＝ギニョル劇は同時代の社会情

勢との関連がきわめて深く、第三共和政時代

のフランス社会を知る上で極めて重要な領

域である。とりわけこのジャンルは医学をは

じめとする科学との関連が深く、文学と科学

との影響関係を調べるには格好のジャンル

である。その意味でこのジャンルと当時の諸

科学の関連を調べることは、文学と科学を包

含する同時代的な知の制度を解明する学際

的研究の先進的な試みと考えられた。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究はグラン＝ギニョル劇とそれを

取り巻く社会状況、特にこのジャンルに対す

る諸科学の影響を明らかにするものである。

とりわけこのジャンルの中核をなす「医学演

劇」と呼ばれる一連の作品を取り上げ、シャ

ルコーをはじめとする同時代の医学文献と

の比較研究を行う。また、当時の医学は犯罪

科学と深く結びつき、政治や社会における重

要な論点となっていた。その意味で本研究は、

文学・科学・歴史・社会など複数の分野を横

断する学際的な研究をなすものである。 

 

（２）近年の文学研究は、文学作品を文学史

という狭い枠組みで把握するのではなく、よ

り広いエピステーメーの一環として、周辺諸

科学との関連においてとらえ直す方向に進

んでいる。ベル・エポックの文学についても、

例えばゾラの小説と自然科学の関係などに

ついてこの種の研究は大きな成果を生み出

している。とはいえ、社会情勢を直接反映す

るはずの大衆小説・通俗演劇などのサブジャ

ンルにおいての研究は未発達である。その意

味で、グラン＝ギニョル劇を当時の文化全体

の中に置き直してみることは、単に文学研究

としてのみならず、ベル・エポックの文化史

研究としてきわめて重要な意義を持つ。 

 

３．研究の方法 

（１）まず、グラン＝ギニョル劇の関連資料

を入手する。グラン＝ギニョル劇の代表作家

であるロルド、メレ、ルヴェル、ベルトン、

フランシュヴィル、メテニエらの著作は今日

ではことごとく絶版となっており、これらに

ついては古書を購入するか、あるいはフラン

ス国立図書館に複写を依頼する。戯曲が掲載

された当時の雑誌・新聞についても、同様の

手段で入手する。さらに演劇関係の研究書な

らびに辞書類を購入する。また、当時のポス

ター・プログラムなども、総合芸術としての

グラン＝ギニョル劇を考えるうえで不可欠

な資料であるため、可能なかぎり入手する。 

 

（２）次に、医学などの周辺諸科学の図書を

購入する。特に、グラン＝ギニョル劇の中核

をなす医学演劇の研究のため、シャルコーを

はじめとするサルペトリエール学派の医学

関係の資料を入手する。また、上記の通りグ

ラン＝ギニョル劇は当時の犯罪科学と深い

関連を持っているので、ロンブローゾ、ベル

ティヨンをはじめとする当時の犯罪学や法

医学に関する文献、ならびにそれらについて

の現代の研究書も入手する。さらに、グラン

＝ギニョル劇に対する当時の政治情勢・社会

情勢の影響を調べるために、新聞・雑誌等の

ジャーナリズムについての関連資料ならび

に研究書を購入する。 

 



（３）また、フランスへ毎年一定期間の調査

出張を行う。グラン＝ギニョル劇の一部は当

時の新聞・雑誌などに掲載されており、グラ

ン＝ギニョル劇とジャーナリズムとの関連

を調べるために、当時の挿絵入新聞などの調

査を行う必要がある。これらの十九世紀後半

から二十世紀にかけての新聞・雑誌類は、一

部がインターネット上で公刊され、あるいは

日本の図書館に保管されているものの、大部

分は日本では入手不可能である。そのために

フランスに滞在し、フランス国立図書館で調

査を行う。 

 

（４）さらに、資料の整理ならびに論文執筆

のため、コンピュータを一点購入する。また、

視覚資料を多く扱うために、プリンタおよび

スキャナを用意する。さらに外付 HD などの

周辺機器も購入する。 

 

（５）以上の研究成果を論文あるいは学会発

表というかたちで定期的に発表する。 

 

４．研究成果 

（１）まず、資料の収集に関しては、グラン

＝ギニョル劇の基本文献ならびに同時代の

諸科学の主要文献を集めることができた。な

かにはプログラムやポスターといった視覚

的資料や、SP レコードといった音声資料など、

貴重な資料も含まれている。フランスの国立

図書館の調査出張においても、新聞・雑誌と

いった当時のジャーナリズム関連の資料を

調査することができた。 

 

（２）それらの資料にもとづき、グラン＝ギ

ニョル劇と同時代の諸科学――医学、心理学、

犯罪科学、細菌学、心霊科学など――との関

係について研究を行った。その研究成果を、

雑誌論文あるいは学会発表というかたちで

発表した。これによって、文学・科学・歴史・

社会など複数の分野を横断する学際的な研

究として一定の成果を上げることができた。

またこの研究を通じて得られた多くの研究

者との交流の機会は、さまざまな領域におけ

る知見を広げるうえで大いに価値があった。 

 

（３）とはいえグラン＝ギニョル劇に関連す

る科学の領域はきわめて多岐にわたるので、

医学、心理学、犯罪科学、細菌学、心霊科学

などについては一定の成果を上げることが

できたが、人類学、民族学、衛生学などの領

域については十分な研究を行うことはでき

なかった。今後はこれらの残された領域をカ

バーするとともに、これまでの分析をまとめ

て総合的な著作を執筆する作業に取りかか

りたい。 
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